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１.はじめに 

 中国自動車道吹田JCT～中国池田ICは1970年の大

阪万博開催に合わせて開通した区間であり，鋼桁は

短期間での大量生産を目的とした断面の合理化や最

小鋼重設計による合成桁が採用されている．断面交

通量は新名神開通後約 72 千台/日から約 51 千台/日

に減少したものの，開通から約 50 年が経過し累計大

型車交通量は 1 億台を超え，交通量の大幅な増加や

車両の大型化などにより，RC 床版のひび割れや鋼桁

の疲労き裂などの損傷が進行している．このため，

NEXCO 西日本では関西都市部の中国自動車道におい

て，令和 2 年より大規模なリニューアル工事を始動

し，橋梁の更新を順次行う計画である（図-1）．当区

間において床版取替えを実施する場合は，既設桁の

補強量が膨大となることや，床版撤去後の上フラン

ジ補強により通行止めが長期化することが懸念され

たため，床版のみならず鋼桁を含めた架替えを実施

することとした．リニューアル工事は令和 3 年度か

ら4年度にかけて約1.5ヶ月間の終日通行止めを計6

回実施し，約 4.8km(上下線別)の高架橋の床版と鋼桁

の架替えを順次行う予定である． 

 本稿では本格的な更新工事に先立って大阪府豊中

市内で国道 432 号（新御堂筋）と交差する御堂筋橋

（上り線）の架替え工事における取組みを紹介する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.試験工事及び橋梁更新工事の概要 

 当該橋梁は鋼 3 径間連続非合成鈑桁橋で，橋長

49.192m(13.35m+21.7m+13.35m)，RC 床版厚 180 ㎜で

ある．過年度に大型車対応としての縦桁補強や下部

工の耐震補強が実施されているが，床版増厚や床版

防水工は実施されていない．床版下面の損傷状況は，

交通荷重による疲労が要因と考えられる亀甲状のひ

び割れが発生しており，撤去後の調査では一部で床

版上面まで貫通していた．また，並走する府道は約

10 万台/日，各径間と交差する国道の交通量は，約 4

万台/日である． 

 床版取替え検討の結果，新設床版の死荷重増加に

伴う既設桁補強や下部工への影響，中国道および交

差道路の通行止め期間の最小化を総合的に判断し，

鋼床版鈑桁への架替えを行うこととした．また，本

工事は以降に実施する大規模な橋梁架替え工事に対

する試験工事と位置付け，長期間の通行止めの影響

や技術的な取り組みについて確認を行った．試験工

事は令和 2 年 6 月 12 日～28 日の 16 日間，中国道吹

田 JCT～中国池田 IC の上下線を終日通行止めにして

実施した. 

３.設計・施工における取り組み 

 設計及び施工計画は，通行止め期間の短縮に重点

を置き検討を行った． 

鋼床版には，疲労耐久性を向上させるため『取替

用高性能鋼床版 1)』における縦リブ全周溶接構造を

採用した．これは，Uリブやバルブリブではなく平リ

ブを用いてスリットの全周を溶接することで，局部

応力の低減と維持管理性の向上を図る構造である．

また，100 年以上の疲労耐久性を確保するため，鋼床

版厚は道路橋示方書に示す開断面リブの最小厚の

12mm でなく 16mm とした（図-2）．鋼床版の添接部の 

 
図-1 中国道吹田 JCT～中国池田 IC 間工事計画 
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一部には，皿型高力ボルト 2)を試験的に採用した．

通常使用されるトルシア形高力ボルトはヘッド高が

14mm 程度であるのに対し，本ボルトは添接板上面へ

の突出量を 2mm 以下に抑制することで，ボルト頭部

の舗装厚を確保した．また，現場架設時に仮組立形

状を再現するため，添接板にドリフトピン用のパイ

ロットホールを設けるが、本現場では，現場作業時

間の短縮を目的とし，現場でパイロットホールを皿

孔加工できる技術を開発し，添接板を直接使用して

架設可能とした． 

 支承は，固定可動構造から免震構造へ変更し、中

間支点部は 4主桁に箱構造の横梁を配置し，1 支承線

あたり 2 箇所の支承配置とした．これにより供用中

に新設する支承のベースプレートを先行設置するこ

とで，施工時間の短縮を図った． 

 壁高欄は，コンクリート製防護柵であるプレキャ

ストガードフェンス（PGF）を採用し，鋼床版のデッ

キプレートを貫通するアンカーボルトで定着させる

構造とした．鋼床版上での PGF の採用は初の事例で

あったことから，実物大部分模型による静的及び衝

突載荷試験を実施し，定着部の耐荷性能を確認した

（図-3）． 

 鋼床版上の基層舗装（厚さ 40mm）はグースアスフ

ァルト舗装（以下、「グース」）ではなく FB5（橋梁用

レベリング層用混合物）を採用した．これは，今後

の工事において，通行止め期間中に複数箇所を同時

に施工しなければならないことを鑑み，施工機械の

調達が容易で，グースと同等の性能を有する材料を

検討した結果，舗装の構成としては，床版防水工（グ

レードⅡ相当）＋橋梁レベリング層用混合物（FB5）

＋表層を使用した． 

４.撤去・架設工事の概要 

 撤去・架設は，上り線 A1 および A2 背面にそれぞ

れ 550t オールテレーンクレーン（以下，「ATC」）を，

下り線橋面上に 100tATC2 台を配置して実施した．既

設床版は約 5t の重量にカッターで切断分割し，4 台

のクレーンを使用して撤去した．主桁は，側径間は

550tATC で，中央径間は 550tATC 相吊りで撤去した．

中央径間では，主桁を撤去した翌日に主桁を架設す

るため，撤去桁を速やかに搬出し，架設する桁を即

座に搬入する必要があることから，移動式多軸台車

を用いて撤去桁の搬出と架設桁の搬入を行った． 

 作業足場には，交差道路と作業時の安全性を確保

するために，梁構造とパネル足場を組み合わせた特

殊足場を採用した．これにより国道上での撤去・架

設時における足場組立・解体作業の省力化，安定し

た足場上での撤去・架設作業，国道への飛来落下防

護を確保した． 

５.おわりに 

 試験工事の後，令和 3 年 5 月より本格的に開始す

る中国道リニューアル工事への多岐に渡る準備・調

整等に対応いただいた関係者へ謝意を表す．100 年先

の安全・安心のため，リニューアル工事に最善を尽

くす所存である． 
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図-3 PGF 構造および衝突載荷試験状況 

 
図-2 縦リブ全周溶接構造 
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